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から CHS，CHI，F3H，DFR，ANS，FLSおよび F3’Hの遺伝子断片と F3’5’H遺伝子の
全長を各一種類ずつ単離することができた．これらの遺伝子を用いて‘大紫’花冠の発
育ステージ別における発現解析を行ったところ，アントシアニン色素が一番蓄積されて
いるステージ 3 で 8 遺伝子のうち CHS，F3’H，ANSおよび F3’5’H遺伝子の発現が最大
になっており，色素蓄積と遺伝子発現の動向が一致する傾向がみられた．また，EST 解
析によりキシツツジ花冠から色素合成経路の下流で働く配糖化酵素に関連する 2 遺伝
子を単離することができたが，発現解析ではキシツツジの有色花と白色花で明らかな発
現の差異はみられなかった． 
 
3．花色の変異や多様性と色素合成遺伝子の関係 
‘大紫’とその赤花変異の花冠を用いてアントシアニジン構成と色素合成遺伝子の発
現を比較した．鮮赤紫を示す‘大紫’はシアニジン系色素とデルフィニジン系色素をそ
れぞれ同等の割合で有していたが，明紫赤を示す赤花変異はシアニジン系色素のみを有
していた．また，‘大紫’と比べて赤花変異の F3’5’H遺伝子の発現量は，著しく少なか
った．これらの結果から，‘大紫’由来の赤花変異では，主に F3’5’H遺伝子発現が開花
直前に増加しないためデルフィニジン系色素が合成されないことが示唆された． 
また，霧島山系のミヤマキリシマ，ヤマツツジおよびこれらの自然雑種個体の花冠を
用いてアントシアニジン構成と色素合成遺伝子の発現を比較した．ミヤマキリシマは紅
紫色系を，ヤマツツジは赤色系を示したが，これらの自然雑種は，赤色系または紅紫色
系を示した．また，色素構成と遺伝子発現を比較したところ，デルフィニジン系色素を
含む個体は，F3’5’H遺伝子が発現していた．しかし，花色と色素構成または F3’5’H遺
伝子の発現傾向が一致していない個体も存在したことから，コピグメンテーションや
pH の変異等による影響，またはミヤマキリシマとヤマツツジのかつての自然交雑の影
響が推察された．  
 
 以上の結果より，常緑性ツツジの有色花について，赤色系花色はシアニジン系色素の
みを有し，紅紫色系花色はシアニジン系とデルフィニジン系色素の両方を有していた．  
その中でも，デルフィニジン系色素を有する紅紫色系花色が常緑性ツツジの多様性に関
わっており，その色素合成には F3’5’H遺伝子の発現が重要な役割を果たしていた． 
